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論文
初期マーシャル研究の現在
ーケインズ「マーシャル伝」はどれだけ修正されたか一
橋 本 昭
1 新しい『マーシャル伝』•
グレネヴェーゲンの「マーシャル伝」 (1995)
すでにマーシャル研究者ばかりか学史研究者は，ィンターネットやEメー
ルによってグレネヴェーゲンのマーシャル伝 (1995)の出版を出版のはるか
以前より知っている。
この『天翔ける鷲ーアルフレッド・マーシャル1842-1924』（以下この書か
らの引用・参照はページ数のみを掲げる）と題された書の序文 (p.xii) によ
れば，グレネヴェーゲンは1961年にキャンベラで，ゴードルンドのヴィクセ
ル研究に接した時に経済学者の伝記に関する関心が芽生えたそうである。っ
づいて1972年にバーミンガムで，ワルラスの伝記執筆に意欲を示していたジ
ャッフェとの会話を通じて，伝記研究の意義に関して大きな影響を受け，ヶ
インズの「マーシャル伝」の訂正と追加，さらにはマーシャルの複雑な性格
の背景の解明という具体的な目標を意識したようである。さらに1983年，ス
キデルスキーがケインズの思想的研究にとって画期的な業績を世に問い，そ
の最初の部分においてマーシャルとシジウィックに関する本格的な伝記研究
の必要性を強調したが，これが最後の刺激となったようである。
グレネヴェーゲンはホイティカーにマーシャル伝執筆の意思があるかない
かを問い，彼のNOという返事を確認した後，何学期かをケンブリッジのマ
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ーシャル・ライプラリで過ごし，「マーシャル年」ともいうべき90年の夏にケ
ンブリッジで本書の執筆を開始した。
本書はA4版904ページの大著である。索引だけでも74ページあり，全21章
の各末尾に付せられた注の総計はざっと数えて2,600に及ぶ。
本書の題名となった「天翔ける麿」という語は，マーシャル（の立場や姿
勢）を表現する言葉として，生存中のマーシャルの耳目にも届いていたであ
ろうがうまいフレーズである。
マーシャルは1890年に，イギリス学術協会のF部会（経済学および統計学
部門）の会長に選出されたが，その年の 8月にリースで開催された会合で「競
争の諸相」と題する会長就任記念講演を行った。その最後の一節で，「一方で，
無責任な競争の冷酷さと浪費および，富の不道徳的な利用を避け，他方で鉄
鎖の社会主義の圧政と精神的死から逃れる」 (Pigou1925, p.291)ための十分
な知識を必要としていると述べたが，同じ年の 9月13日号の『パンチ』誌が
この件をとりあげ，この文章をそのまま引用しつつ，マーシャルを社会主義
という蛇に襲いかかる鷲にみたてた漫画を掲載した。パンチ誌はケンブリッ
ジのセント・ジョンズのコレッジ機関誌の表題が『イーグル』 ("TheEagle") 
であることを知っていたはずである。
その二つの事実を知っていたはずであるが， 1891年にエッジワースがマー
シャルの著作である『経済学原理』 (1890)の内容を，他のものを見下して「殻
のごとく飛翔している」という表現を使って強調した。その後，ケインズも
「マーシャル伝」の中で (Keynes1972, p.173), 「駕のような鋭い眼と天翔け
る翼」とマーシャルを表現している。これが「天翔ける競」という本書のタ
イトルの謂われである。そのパンチ誌が掲載した漫画も，グレネヴェーゲン
の書に収録されている。
その目次を示すと以下の通りである。右端の数字は，その章の注ないし補
注を除いた本文ページ数で，端数は切り上げて表示している。目次の内容は
マーシャル研究者が見れば，何を扱っているか一目瞭然のものであるが，そ
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れでも日本語に訳しにくいものがある。以下の日本語訳は仮訳であることを
お断りしておく。
ページ ページ数
（除注） （本文）
l アルフレッド・マーシャルの生涯．・序論と概観 1-16 16 
2 家族と祖先 19-41 23 
3 幼年時代および学校時代 1842-1861 47-64 18 
4 セント・ジョンズ（ケンプリッジ）での学生時代 69-94 26 
5 職を求めて 1865-1872 : ・ジョンズの若きフェロー 98-130 33 
としてのポスト・グラジュエイト時代
6 経済学の徒弟時代 (1867-1875)およびそれ以後 139-179 41 
7 観察と学習の旅行者：ヨーロッパ，プリテン，合衆国 187-219 33 
8 特異な夫婦関係での夫 (1877-1924) 223-262 40 
9 当初の大学での教職経験：ケンプリ ツン，フリスト 267-296 30 
ル，ォックスフォード (1868-1884)
10 ケンブリッジでの教授： 1885-1908 302-337 36 
11 政府への助言提供： 1886-1908 343-389 4 7 
12 『原理』の長い行程： 1881-1922[16ページ分の写真l399-437 39 
13 非妥協的な論争家，声高な唱導者 443-486 44 
14 歪んだフェミニスト 493-526 34 
15 新トライポスの創設者 531-558 28 
16 みせかけの社会主義者……あるいは新自由主義者? 570-612 43 
アルフレッド・マーシャルの政治理念
17 賢人としての引退
18 友人たち
19 いくつかの最後の内巻： 1919-1924 
20 最後の数年と遺産
618-654 
660-697 
702-732 
737-762 
37 
38 
31 
26 
21 あらゆる特性をもった人間か，それとも特異な人間 766-791 26 
か マーシャルの性格上の謎
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本書の第 1章の書き出しの一節「アルフレッド・マーシャルは1842年7月
26日に生まれた」というのは，後述するように，ケインズの「マーシャル伝」
の最初の行に登場する事実である。しかしグレネヴェーゲンはその日が火曜
日であり，天気晴朗であったこと，両院が開会中であり，ウェリントン公が
貴族院で救貧法改正法案の第2読会入りを提起していたことを付け加える。
筆者はその日女王夫妻が午後を乗馬で過ごしたこと，さらに当夜の宮廷晩餐
会の出席者名や，イートンの校長の行動まで記述する。競馬やクリケットの
結果のみか，上演された歌劇の指揮者名まで読者は知らされる。筆者は「マ
ーシャルの時代」がヴィクトリア時代そのものであることを具体的に描きだ
そうとするために，当日の（ロンドン）『タイムズ』から判明すること以上の
ことを調査している。
これがこの伝記の特徴を端的に示してもいる。すでにケインズによって明
らかにされている事実に，別の証言を加えることにより厚みを加えてゆくの
である。それはまた一人の人物の行動に社会的な背景を書き加えることにも
なる。マーシャルの生涯を 4つの段階に分けた簡単な略年譜が， 6~8ペー
ジに記されている。ケインズが間違えた地名（例えば生誕の地）や年号（例
えばケンブリッジの教授就任が決まった年），ケインズが伝えていない各種組
織や団体への関与や加入の年（例えば各種の王立委員会への関与の年），親族
の逝去の年（例えば母や弟の没年）などが正確に記されている。ただしラフ
アエッリ (Raffaelli1990)が明らかにしたグロート・クラブヘの加入年等，
初期の各種討論クラブヘの関わりの記述は省略されている。略年譜につづく
数ページでは，イギリスを中心とした社会・政治・宗教・大学・科学におけ
る重要な事件と，マーシャルやその周囲にいた人々との関わりを簡潔に論じ
ている。後の章では年号で知られていた事実に月・日を加える調査を，公文
書等を参照することにより示している。
筆者は，マーシャルの伝記執筆の困難な理由をいくつか列挙している。父
母や家族に関する証言が極端に少ないこと，学齢期や大学生時代を通じて友
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人と言える人物が一人を除いてまったくといっていいほどに存在せず（友人
というものが登場するのは大学卒業後である），したがって彼らとの交流の記
録を利用できないこと (1877年以前のマーシャル（宛）の手紙がほとんど残
されていないというある会合でのホイティカーの発言が紹介されている
(p.14)), 論争的な問題や公刊に価しないと思うものの多く （メモ・手紙）
を自身であるいはピグーや夫人の判断で廃棄したことなどである。
これまでのマーシャル伝
マーシャルの伝記については，弟子のJ.M.ケインズが，マーシャルの死後
直ちに執筆し，ケインズが編集者であった『エコノミック・ジャーナル』 (EJ)
誌に 2回に分けて掲載した追悼論文が，唯一無二の典拠であった。なおこの
論文はピグー編による『アルフレッド・マーシャルの思い出』 (1925) に再録
されている。この時にマーシャルの著述目録は切り離され，同書の500~508
ページに，ケインズ編であることを明記して掲載されたが，それは総計82編
である。ケインズも断っているように，この著述目録は記録の価値ありと編
者が評価したものに限定されてはいるが，その後特に日本では磯川瞭や田中
真晴によって拡充の作業がつづけられ研究者によって利用されている。現在
ではこの伝記は，ケインズの『人物評伝』 (1933)に収められ，さらに拡充さ
れてケインズ全集の第10巻 (1972) に収められている。そこでは『エコノミ
ック・ジャーナル』の1924年12月号掲載の目録について，ケインズは「（マー
シャルの）著作の完全な著作目録」と述べている (Keynes1972, p162n)。
ケインズの「マーシャル伝」は夏休暇の 2か月で書き上げられたものであ
ることが伝えられている。事実としてその論稿を準備した時期を「1924年8
月」とケインズは記している。そのさいケインズが利用したのは，マーシャ
ル夫人メアリ・ペイリーが保存していた新聞の切り抜きと，伝記資料として
まとめたメモであったが，グレネヴェーゲンの新著ではそのメモ自体とケイ
ンズの原稿との違いにも注意が向けられている。今回明らかになったことで，
159 
558 闊西大学『経清論集』第46巻第5号 (1997年1月）
興味深いのは，ケインズはマーシャルの死後にこのメモを渡されたのではな
く，実はそれ以前に，マーシャルの死期が避けがたいことが分かった段階で
受け取っていたという事実である。『エコノミック・ジャーナル』に掲載の追
悼論文は，マーシャルの死後，急逮執筆者が決められたのではなく，執筆者
はケインズ以外にないということで事前に手配されていたようである。
このケインズの「マーシャル伝」を補充するものとしては，夫人メアリー・
ペイリーが書き留め，彼女の死後公刊された『思い出の記』があるが，マー
シャル自身の生い立ちについては，ほとんどなにも触れられておらず，メア
リーの幼少期の思い出や彼女がマーシャルの講義を聴きはじめて以後の「思
い出」が中心になっている。ケインズはもちろんこのメアリの草稿も利用し
ている。マーシャル研究者は今やマーシャル夫妻が飼っていた犬の名前
(Wamba) まで知っている (Tullberg1993, p.37)。
ホイテイカーの功績
ケインズが書き漏らしたこと，書く必要を感じなかったが後には説明なし
では分かりにくくなった事情，あるいはケインズには知りえなかったことな
どを掘り起こして，マーシャルに関する伝記的事実の補充に本格的に乗り出
したのはホイテイカー (Whitaker1975)である。彼は，『マーシャル初期著
作集』（全2巻）を発表，その第1巻では1890年までのマーシャルの思想遍歴
が，ケインズの伝記を補うかたちで紹介されている。しかしその多くはマー
シャルが経済学研究を開始して後の事柄であり，しかも多くはケインズが注
釈なく登場させた人物の略歴の紹介である。ホイティカーの編著書は，そも
そもマーシャル伝そのものの改定を目指したものではなく，「マーシャルと限
界革命」という当時大きな関心を集めた論点に解決を与えるべ<'マーシャ
ルの初期の「価値論稿」を掘り起こすこと（その関連ではマーシャルの外国
貿易に関する論考が全面的に紹介された），さらには彼の「経済成長論」を紹
介することに力点が置かれている。その過程で1865年，すなわちマーシャル
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が大学を卒業してフェローの地位を得る時からーマーシャルにあってはそれ
以前には経済学との接触は考えられなかった一，『原理』が出版される1890年
までの研究の進展を明らかにする必要があったがゆえに，結果的にいくつか
の点についてケインズを修正することとなった。この書の出版は，副次的に
ではあるが，未公表の貴重なマーシャル研究資料がケンプリッジに残されて
いることを，世界に知らせることとなった。それとともに，この書は，「初期
マーシャル研究」への大きな刺激を与えた。初期マーシャル研究は，『産業経
済学』というメアリー・ペイリーとの共著の重要性を再認識させることにも
なった。
『産業経済学』 (1879)が共著であったことは，この書の出版の経緯や執筆
分担などにも関心を引き起し，細かな年代記的背景や，ジェヴォンズの『経
済学の理論』 (1871)あるいはその書の第2版 (1789)の出版との関係，さら
には当時マーシャルがワルラスとどの程度交流があったかなどにも関心が広
がっていき，いわゆる「近代経済学の成立」史研究に多くの人々を引き寄せ
る結果も招いた。『原理』出版までの初期マーシャルを「徒弟時代(1865-77)」,
「ブリストル・オックスフォード時代 (1877-84)」, 「ケンブリッジヘの帰還
(1885-90)」の 3つに分ける区分も，ホイティカーの提案 (1975,p.3)と言え
なくもない。グレネヴェーゲンの近著は，初期マーシャルだけを対象とする
ものではないが，その時期区分をさらに細かく分けようとする提案を含んで
いることは目次からも明らかである。
グレネヴェーゲンの功績
マーシャルの家系上の事実の多くは， R.H.コースが明らかにしたものであ
る (Coase1984)。かれはまたマーシャルの『原理』発刊100年を祝う学会の
ディナー・セッシォンで，それ以後判明したことについても紹介している
(Coase 1990)。
さらにそれ以後ラッファエリ (1990)がグロート・クラブでのマーシャル
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の報告を復原し，さらにビアジーニとツルベリの 3人で，ニューナムでの講
義録を公刊した(1995)。そしてその後に，グレネヴェーゲンの今回の大著が
位置づけられる。
初期マーシャル研究に関連してグレネヴェーゲンの功績を挙げるなら，(1),
彼はケインズがマーシャル伝を書くに当たって利用した，マーシャル夫人メ
アリーの資料メモをケインズが実際に執筆したものと厳密に比較対照したこ
と， (2),上述のコースの二つの論稿のもとになった資料は，コースが世界中
の知己から得たものであり，それは現在シカゴ大学の図書館に保管されて一
般に公開されているが，グレネヴェーゲンはコースの好意を受け，コースが
記さなかった事実の多くを新著に書き加えていること， (3), マーシャルの所
属した学校やコレッジの記録や当時のカリキュラムを関連の資料館（室）か
ら捜し出してきたこと， (4),間もなく出版されるはずのホイテイカー編の「マ
ーシャル書簡集」や，マーシャルと関連のあった人々の「思い出の記」の中
の関連記述を丹念に拾いだしている—グレネヴェーゲンはかなり自由にホ
イテイカーの集めた資料の利用を許されたようだ―ことなどを挙げること
ができる。
本稿はホイテイカー以降，グレネヴェーゲンの近著によって，ケインズの
マーシャル伝が如何に改定，補完されたかについて，マーシャルの出生から
幼年期，学齢期，さらにはケンブリッジ大学時代を経て，彼が経済学と出会
うまでの時期について，紹介することを目的としている。なおグレネヴェー
ゲンのこの書を入手する以前に，筆者は別稿（橋本1995)を公表しているの
で，以下の記述は，マーシャル研究家にとっても目新しい事実であっても，
前稿と重なる部分については省略している。と同時にマーシャル伝に関する
筆者自身の貢献とみなせる部分は再録していることをお断りしておく。
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2 マーシャルの家系
マーシャルの家系に関する事実
ケインズの「マーシャル伝」は，もっとも最近には1933年以後に執筆され
た同系列に入る論稿を加えてケインズ全集の第10巻 (1972)の一部として所
収されている。
まず，ケインズの「マーシャル伝」の最初の文章 (Keynes1972 p.161)を
見てみよう。「アルフレッド・マーシャルはイングランド銀行の出納長(Cash-
ier)ウィリアム・マーシャルの息子として，彼のレベッカ・オリヴァーとの
結婚により， 1842年7月26日クラパムで生まれた。」
コースは，この文章とそれにつづく「マーシャル家は， 17世紀末，コーン
ウォールのソールタッシュの聖職禄を有した牧師 (incumbent)ウィリアム・
マーシャルから出た，西部での聖職の一族であった」等の文章が読者に与え
る印象を取り上げ，「隠蔽工作の傑作」 (masterpieceof concealment) (Coase 
1984, p.521 ; Coase 1990, p.l) と呼ぶ。
事実はつぎのようなものであった。
マーシャルの父ウイリアムは 2年間叔父（ソーントン・ベントール，銀行
家）の仕事を手伝った後， 1830年にイングランド銀行に就職，年収140ポンド
を得るようになるが，身分は，ごく格の低い書記 (clerk)であり，出納係
(Cashier)ではなかった。就職当時の銀行の人事評価は「独身，債務なし，
達筆，計算力あり，支店勤務支障なし」 (p.23)というものであったが，この
ことは今回グレネヴェーゲンによって初めて紹介された。
年収140ポンドという額の持つ意味あいについては説明が必要である。ホイ
ティカーについても言えることだが，グレネヴェーゲンもまた「原理』やそ
の他マーシャル自身が執筆した「学術的論文」の中にマーシャルの伝記を語
る素材を求めるという作業はほとんど行っていない。イギリス社会史の研究
は日本でも盛んであり，当時のイギリス中産階級の生活状態を，年収やそれ
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による消費財バスケットを示すことによって説明することは難しくないが
（グレネヴェーゲンも同じようなことを試みている (pp.51-2)), 当該人物が
それについて自ら説明しているのであれば，それを利用するのが，もっとも
説得的であると私は考えている。経済学史的には見落とされがちであるが，
『産業経済学』において早くも「総純年生産物」とか「賃金•利潤基金」と
いった用語を利用していたマーシャルは国民所得概念の創造と普及に貢献し
ただけでなく，その推計にも熱心であった。『原理』の初期の版では，イギリ
スの国民一人当たり，あるいは (5人）家族の年所得を示している。それに
よると1820年のイギリスの国民所得は一人当たり15ポンドであった (PE,1st 
ed., p.45~46. 『経済学原理』 (PE)からの引用は以下では第9版からのもの
である）。 1890年頃には，それは33ポンドであった。家族で換算すると，それ
ぞれ75ポンドと165ポンドとなる。 1890年段階では，少なからぬ熟練工家計で
は， 165ポンドを越えているが，それは健康的でかつ多面的な生活を支えるに
は充分ではなかった (Guillebaud1961, p.733)。
『原理』の第1編に出てくるので，よく知られている文章であるが，マー
シャルは「年間の所得が1000ポンドであるか5000ポンドであるかは，家族生
活の充足にとってほとんど違いないが，それが300ポンドであるか150ポンド
であるかはきわめて大きな相違をもたらす……」 (PE,p.2) と述べている。
この金額は初版から最終版まで変化していないが， 1890年前後における生活
感覚を示すには適当なものであり，この基準からいうとマーシャルの誕生時
点では，マーシャル家は下層中産階層にもランクできない所得であったこと
が分かる。（さらに貨幣が便益（損失）の「良好な尺度」 (PE,p.19) となる
ことを説得する箇所をも参照。）
ウィリアムの所得は当時の水準から言えば，平均的な水準を越えていたと
いえる。しかし紳士階級の生活水準には遠く及ばないものである。 1883年の
マーシャル自身の計算では，独身者が中産階級としての生活を享受するため
でも， 300ポンドの収入が必要であった (OxfordMagazine, 28 November, 
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1883, p.407.)。ここで考慮しなければならないのは， 19世紀80年代以降のポン
ドの購買力は， 1820年代の 2倍以上あったことである。一般には500ポンドの
年収が雇人を 3人使うための，したがってこの額が中産階級に属すために必
要な最低の所得であった。彼の所得は，それ以後かれが抱え込む家族数を勘
案すると，当時の熟練労働者の年所得を若干上回る程度のものであった。こ
の国民所得に関する計算は，第3版，第5版でそれぞれ数字が新しいものに
置き換えられたが，第7版以降削られてしまった。
かれは職場でオリバーという人物と同僚になるが，その妹レベッカと1840
年に結婚する。レベッカは肉屋の娘であり，レベッカの祖父は農業労働者で
あった。ウイリアムは結婚証明書に職業を記載せず，ただ「紳士」とのみ書
き込んでいる。マーシャルの家では母の素性は，後に述べるように，祖父と
同様に，秘密にされた。ウィリアムは，自分の社会的地位を偽っていたよう
である。マーシャル家の者は，この二人の結婚式をポイコットしたようでも
ある (p.34)。ウイリアムの次男アルフレッドは誕生後6週間目の 9月7日(p.
94n.3)に受洗したが，洗礼証明書の住所欄にはバーモンジーのレザー・マー
ケットと記入されている。この地区の社会的地位や環境については筆者も別
の機会に考察した（橋本1995,228)が，グレネヴェーゲンは，「ロンドンの
下層階級的な地区」 (lower-classLondon district) (p.6) とか，「バーモン
ジーのシャーロッテ・ロウという『スラム』」 (p.47) といった表現を使って，
コースの主張を補強している。 1840年代のバーモンズィーについて，多くの
調査報告書は，皮革産業の臭いが鼻につく労働者居住地区として描いており，
チフスの流行も稀でなかった。明らかにその地区を念頭においていたと思わ
れる記述を『原理』から書き抜くことができる（橋本 1989参照）。
しかし，後にアルフレッドの妻となるメアリーは，かれをクラッパムの生
まれであると記憶，ケインズにそう伝えたためにマーシャルはクラッパムで
生まれたと，ケインズの伝記では紹介されている。クラッパムもまたサーリ
一県の地区であるが，今日でもこの地区は，街路からは各家の全貌が望めな
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いほど緑うっそうとした高級住宅街をふくむことで有名である。
もっとも1846年生まれのアルフレッドの妹アグネスの出生地はケントのシ
デナムになっているので，次男誕生後ウイリアム・マーシャル一家はバーモ
ンズィーをはなれていることになる。そしてウイリアムの次女マーベルは
1850年にクラッパムで生まれているので，その頃には住居をクラッパムに移
していることは事実であり，マーシャルはテームズ川の渡しに乗って，北側
にある学校に通った。マーシャル自身自分の出生地を知っていたかどうかは，
なんとも言えないが，これらの事実を調べあげたコースは，それを知ってい
たとみなしている。コースは1871年の国勢調査で，マーシャルが自分の出生
地をサーリーという県名で記入，地区名を明らかにしていない事実から，虚
偽の申告を避けるために意図的にマーシャルがそうしたと推測している。
パルグレーヴの新しい辞典でマーシャルの項を担当したホイテイカーは，
このコースの研究を踏まえて，マーシャルをバーモンジィに生まれ，クラッ
バムで育ったと紹介している (Whitaker1987, p.350)。これに対して，コー
スの業績を知っているはずのライズマンは，マーシャルの生い立ちを述べ，
「アルフレッド・マーシャルは1842年7月26日クラッパムで生まれた。かれ
の父はイングランド銀行の出納係 (Cashier)であり，その結果アルフレッド
は，シティとのつながりを持ち，幼少の頃から貨幣経済学と関係があった」
(Reisman 1990, p.3)などと，コースの仕事をまったく無視した勝手な記述
を行っている。筆者もライズマンの発言が，直近の研究成果をまったく無視
したものであることを批判したが，グレネヴェーゲンもこれには腹を立てて
いる。ただしこのような連想が連鎖反応を起こす事例は，マーシャル研究に
おいてもしばしば生じている。「ハサミの双刃」の例示から，マーシャルを価
値論史上において「折衷派」と位置づける，一時期日本においてはむしろ正
統派とみなされた見解などもその一例であろう（橋本 1990,94-95ペー ジ）。
さてマーシャルの父ウイリアムは1870年に，ィングランド銀行の副出納主
任に昇格，年収も410ポンドに昇給している。しかしその時にはマーシャルも
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ほぽ同額の収入を得る地位に就いている。ウイリアムが退職する時には年収
510ポンドを得ているが，この時ようやくかれは当時の基準で中産階級の仲間
入りをしたことになる。アルフレッドの父ウィリアム・マーシャルの退職の
期日 (1877年9月18日）や，年金額 (340ポンド）もグレネヴェーゲンによっ
て初めてあきらかになった。ちなみにマーシャルはプリストルの学長となる
1877年，すなわち35歳の時には700ポンド以上の年収を得ていた。
マーシャルの先祖は聖職者一族ではない
コースは，ケインズの書いた第2文以下の文章にも疑問を呈する。それに
よればマーシャルは，コーンウォールの教区牧師で，代々長男がウイリアム
を名乗っていた家族の一員であるという印象を持つ。ケインズの描写だと，
「司祭館の芝生の庭でティーカップの音が鳴るのが聞こえる」ようであると
コースは言う。ケインズの記述ではアルフレッドの先祖は17世紀末のコーン
ウォールのサールタッシュの聖職禄保有者であるウィリアム・マーシャルに
まで結びついてゆく。（半ば伝説的な怪腕の持ち主）である「デヴォンシャー
の牧師」ウィリアム・マーシャルとその息子である，メアリー・ホートリー
と結婚したジョン・マーシャルは実在の人物である。しかしこの1676年生ま
れウィリアムの父は聖職者ではなかったようである。したがって「ソールタ
ッシュの聖職禄保有者」からマーシャル家が発しているというのは，デッチ
あげか，あるいは，マーシャル家の言い伝えの間違いかである。マーシャル
の祖先で聖職者として初めて登場するのは，アルフレッドの曾祖父であるジ
ョン・マーシャルである。彼はエクセターのグラマー・スクールの校長であ
ると同時に聖職者であった。このジョンがホートリ一家の娘と結婚すること
により，アルフレッド・マーシャルと R.G.ホートリーとは親戚関係にあるこ
とになる (p.27)。ケインズが「伝記」執筆のさいの情報提供者の一人は，ア
ルフレッド・マーシャルの叔父ヘンリーの娘であったが，彼女が家族の間で
伝えられている「事実」を（メアリーを通じて）ケインズに述べたために生
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じた虚偽であると，コースは断言している。曾曾祖父ウィリアムの息子ジョ
ンには，聖職者の親戚があるのは事実であるが，アルフレッドに直接つなが
る家系の中では，ここで紹介したウィリアム→ジョンの二人だけが牧師であ
り，アルフレッド・マーシャルが聖職者一族の一員とはとてもいえない。し
たがって相続権のある聖職禄をもった裕福な牧師の家系ともいえない。
アルフレッド・マーシャルの父ウィリアムの両親の曾祖父母16名の名は，
グレネヴェーゲンの書の35ページに掲載されているので，ケインズのマーシ
ャル伝に登場するホートリ一家やベントール家との関係は，今回家系図付き
で明らかになったことになる。
マーシャルの祖父
つぎにコースは，ケインズの「マーシャル伝」が，アルフレッドの祖父の
ウィリアムについてまった＜触れていないことを指摘する。 1984年のコース
の論文では，アルフレッドの父の父，すなわちアルフレッドの祖父は南アフ
リカで結婚し長男を生み，晩年はスコットランドで送り，したがってマーシ
ャルの父ウイリアムはスコットランドで初等教育を受けたことになってい
る。マーシャルの祖父は1810年に結婚したが，妻に先立たれ，本人も1828年
に亡くなった。 1990年の時点では，コースの調査はこのアルフレッドの祖父
についての「新事実」を多数報告している。メアリー・ペイリーが，ケイン
ズに手渡した覚書では，アルフレッドの祖父は海軍の主計官であった。ケイ
ンズはこれを「伝記」には記載しなかった。リース (Leith)にある，祖父の
墓石にも，帝国海軍主計官と掘られているようである。墓石に偽りの肩書が
掘られるのは異例であるが，これは異例の一つであるとコースは断言する。
祖父の父ジョンは 3人の息子を持っていた。うち 2人は聖職者になった。ア
ルフレッドの祖父が残りの 1人で，彼は1780年生まれである。彼は1810年に
結婚したが，職業は1806年以降イギリス軍が完全占領した喜望峰の守備隊の
主計補 (assistantpaymaster-general)であった。 1810年6月24日に新夫婦
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は船出し，ケープタウンに10月1日に到着，上記の地位を数年勤めた。子供
は4人生まれたが， 2人は早く亡くなった。この期間にケープにいたイギリ
ス人の消息を伝える書物によれば，ウィリアム夫婦は，当地のイギリス人社
会では上流階層に所属していた。しかし夫婦は1816年には元フランス領であ
ったモーリシャスヘ移る。モーリシャスは，パリ条約により1814年以降，ィ
ギリス領となっていた。ここでかれは最初警察の補給部の仕事を得たが，1817
年，セントルイス港の貨物陸揚げ業務を公開オークションで請負い，ハリケ
ーンその他の事情により経済的に行き詰まり，初年度に4000ポンドの赤字を
出した。窮状を当地の臨時総督に訴えることにより，救済を要請せざるを得
なかった。かれは妻が亡くなった1823年に，モーリシャスを 6人の子供とと
もに去り，スコットランドのリースに落ち着き，商人となったが，これも失
敗し， 1827年までには書記として勤めている。そして1828年に死去した。こ
ういう生涯は，後の家族の記憶から消される運命にあったとコースは述べ，
これまでこの事実が知られなかった理由としている。このような事実に，グ
レネヴェーゲンは特に新しいものを付け加えているわけではない。上述のも
の以外にグレネヴェーゲンはマーシャル家の家系図を掲載している (p.28)。
グレネヴェーゲンの記述は，コースが省略した細々した事実の追加を除くと
新しいものは何も含まれていない。
マーシャルの伯母・叔父
祖父ウィリアムの子供たちの後見はジョン・ベントール (JohnBentall) 
という人物が引き受けた。ウィリアムの妻の兄弟であった。かれらはデヴォ
ンシャーヘ移り，そこでは，他の兄弟 (ThortonBentall)がこの子供たちの
面倒をみた。孤児たちの長男がアルフレッドの父であるウィリアムである。
それ以外にアルフレッドには， 1人の伯母と 4人の叔父がいる。伯母はルイ
ザ (Louisa)という。ルイザについては，ケインズはアルフレッドにとって
「聖母」であったかのように「伝記」で描いているが，コースの調査でもこ
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れは事実であったようだ。
メアリー・ペイリーの思い出でも，アルフレッドはこの伯母が大好きであ
った。彼女は自分の兄弟とその家族の面倒を見るのを第1の義務としていた。
父の下で無理な勉強を強いられ過労になっていたアルフレッドを救ったの
は，この伯母の元で過ごした夏休みであった。グレネヴェーゲン (1995)は，
1892年刊行の『産業経済学要論』の寄贈リストの中にこの伯母の名前がある
ことを報告している。
叔父としては，エドワード (1817-62),上に一度登場したヘンリー(1821-
80) とソーントン (1822-61)そしてチャールズがいる。
チャールズ以外の叔父の名前が紹介されたのは，コースの1990年論文が最
初である。エドワードは， 12歳で海軍の第 1種志願兵となり， 1年後には幹
部候補生となっている。 1853年，中佐， 57年大佐と昇進したが， 1862年， 45
歳で死亡した。グレネヴェーゲンは，この人物にライオネルという息子がい
たが，アルフレッドはその家系との付き合いがなかったことを報告している。
ヘンリーは一1854年に33歳で結婚した。カルカッタで商人をしていたが，
1859年までには，多分ベンガルの暴動を契機に，イギリスに戻り， 1880年に
死去，材木商人と称していた。グレネヴェーゲンは，アルフレッドにとって
この叔父は重要な意味を持っていると評価する。この叔父が父ウイリアムの
家族との交渉を維持したことが，チャールーズ・ヘンリー叔父の遺産分与が
アルフレッドに及ぶ遠因であったからである。
ソーントンは薬剤師の徒弟となり，ロンドンのガイズ病院で医学を学んだ。
1843年，彼は外科医のディプロマを得たがその頃は，ウイリアムのバーモン
ジーにおける住所の近くに住んでいた。その年に，彼は21歳で陸軍の軍医局
に応募し，ニュージランドとオーストラリアで生活， 51年にシドニーで結婚。
1855年に軍医補となったが， 31歳で死去した。これらの経歴の大部分はコー
ス (1990)によっては示されず，今回グレネヴェーゲンが公表することとな
った。
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叔父チャールズは，ケインズのマーシャル伝で唯一名前が挙がっている叔
父である。上述のようにチャールズ・ヘンリー・マーシャルの経済的援助に
より，①アルフレッドがケンプリッジヘ進学できたこと，②遺産の贈与によ
り，アルフレッドが4ヵ月に及ぶアメリカ旅行に出かけられたこと，③オー
ストラリアで，身体に欠陥のある者だけを牧場に雇ったことにより，ゴール
ドラッシュで人手不足になった牧場を買い取り財を成した逸話があること，
この 3つがケインズの「伝記」で紹介されている。
コースの調査では，チャールズの遺言執行者がヘンリー・マーシャルであ
ったこと，アルフレッドのアメリカ旅行を可能にした遺産贈与は遺言状によ
ってではなく，手紙によること，そのためにアルフレッドにアメリカ旅行を
可能にした遺産贈与に関しては，チャールズの未亡人からクレームがついた
こと，そしてもっと興味深いことは，③の逸話がまったくのでたらめである
ことなどが判明している。逸話が事実ではないことを証明するために，コー
スはかなり骨の折れる私立探偵なみの努力をしたようである。
1841年以降のチャールズの行動は，以後8年途絶えるが，シドニーの文書
館に残っている記録によって，彼が1849年には，オーストラリアのダーリン
グ・ダウンズ (DarlingDowns)にあるエランゴワン (Ellangowan)羊牧場
の共同所有者であったことがわかる。
そのような資本を彼がどのようにして得たかは，分からない。彼（ら）は
翌年に，この牧場を手放し，別の牧場(Glengallan)の共同所有者になってい
るし，同時に当地の治安判事に任命されているが，これは彼の地位（資産）
の高さを示している。グレンガラン牧場は，間もなく (1852年）彼が単独所
有することになるが， 6万エーカーの広さがあり，牛1800頭，羊2万頭を飼
うことができた。その後も資産を増やし， 1874年に死去，遺産の大半は未亡
人が継承した。未亡人は再婚した。
このことにより，彼が1840年代には，数百ポンドを甥に貸し与えることの
できる資産家になっていたことが分かる。そこでケインズの言う，「ちょっと
171 
570 闊西大学『経清論集』第46巻第5号 (1997年1月）
した家系上の奇癖 (litlefamily eccentriccity)」(Keynes1972, pl65)が問
題となる。結論からいうと，彼は身体に欠陥のある者を雇用することによっ
て儲けたというよりは，囚人労働を利用したことにより，（彼らは自由移動が
できないので）ゴールドラッシュの影響も受けなかった。しかしこれが彼の
成功の最大の原因とはいえない。なぜなら，かれの牧場の周辺が（中国人や
太平洋諸島の人々， ドイツ人移民等の雇用により）人手不足で困ったという
事実はなく，かえって1851年以降のゴールドラッシュの時期に，この地域の
牧羊業は全体として繁栄もしており，なによりも面白いのは，チャールズ自
身がゴールドラッシュとなった地域へ出かけている事実があることである。
彼はかなり有能な企業家であったようだ。グレネヴェーゲンは，たっぷり 3
ページを費やして，この人物の経歴を解説しており，コースが紹介しなかっ
た事実が多く含まれている。
アルフレッド・マーシャルの兄弟
以上述べたように，マーシャルの祖父の子供からはかなりユニークな人材
が出ている。それにもかかわらずケインズはかれらについてほとんど触れて
いない。これはひとえに祖父の存在そのものが，マーシャル家の話題から遠
ざけられた結果である。
それと同様に，アルフレッド・マーシャルの兄弟姉妹についても余り知ら
れていない。かれの長兄チャールズ・ウィリアム・マーシャルは，ィンドの
ベンガル絹会社のマネジャーになった。弟ウオルターは，ケンブリッジの学
生であった時に死亡した。妹マーベルは，ギルボー牧師と結婚した。その息
子はクロード・ギルボーであり，そのまた娘はごく最近までケンブリッジの
マーシャル・ライブラリーに勤めており， 1990年のケンブリッジで開催され
たマーシャル記念学会の世話役を勤めている。
以上述べたことのほとんどは，これまでマーシャル研究家によってはまっ
た＜未知のものであった。またこのようなマーシャルの出生と家系上の事実
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を明らかにすることは，これまで説明できなかった複雑なマーシャルの性格
を説明するためには，おおきな手掛りを与えることになろう。
厳しかった父ウィリアム
マーシャルは中産階級の出身者としてふるまおうとした父親の強い影響の
もとに育った。父は並の厳父よりさらに厳しく，自分自身が革笞で教育を受
けたように，弟たちをスリッパで叩きながら家の秩序を維持した。そのよう
な躾は，結婚後は妻や子供に向けられた。マーシャルもヘプライ語の学習の
ために夜のil時まで机に向かわさせられた。そのためマーシャルは翌日学校
では授業についてゆけなかった。かれの体力はもともとそれ程強健ではなく，
スポーツ愛好家でもなかった。かれの慰めは，労働者階級出身ではあったが
優しい母親の存在であり，また伯母ルイザであった。ケインズが描くアルフ
レッドと両親との関係はざっと以上のようなものである。
父は厳格で決断力はあったが，感受性に乏しい人物であった。父は晩年を
末娘マーベルの家で過ごした。マーベルの子供クロウド・ギルボーは後に，
叔父アルフレッドが教授であるケンプリッジのセント・ジョーンズ・コレッ
ジに進学し，やがてはマーシャルの『原理』の校訂版をケインズの薦めを受
けて編集することになるのであるが，かれの思い出によると， (1901年の）あ
る日子供部屋に現れた人が祖父ウイリアムが死んだと伝えると，子供たちは
小躍りして喜んだということである (Coase1984, p.522)が，これはギルボ
ーのケインズ宛の手紙に記されているようである (p.42)。
母からの影響
マーシャルは暴君である父を愛することができず，母を愛していた。幼児
期における母との会話の中から，後年のマーシャルの感情が育てられたとい
うことは推測に難くない。このことはケインズのマーシャル伝からも十分感
じ取れるが，マーシャルは後年，『原理』の中で「一般的能力は青少年時代の
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環境に依存するところが大である。この点において最初のそしてとりわけ最
有力な影響は母親の影響である」と述べ，その文章に注をつけ，「ゴールトン
によれば，すべての偉大な人間は偉大な母親を持っているというのは言い過
ぎであるということであるが，しかしこの言葉は母親の影響は他のすべてを
凌駕するものではないという意味であって他のすべてのどれより大きいとい
うことを否定するものではない」 (PE,p.207.) と述べている事実は引用の価
値があるだろう。またかれは，「産業上の能率」を決定する国民の活力(vigour)
に関連して，気候，食料，衣類，住居，燃料を活力の源泉とするとともに，
さらに希望，自由，変化を 3つの社会的条件として挙げているが，そこでも
「幼児期における母親の影響」を強調している。かれはこのような観点から，
イギリスの各種の工場法と教育法の充実を高く評価する (PE,p.198)。
マーシャルは労働者階級の娘として生まれた母親の感化を強く受けてい
た。その反面，資力以上に自分の社会的位置づけを高めようとし，母親の親
族との交際を絶ち，同時に家族を自分の主義主張で統率しようとした父親に
たいしては，母親が労働者階級の出身であることをマーシャル自身が知って
いたかどうかは別にして，憎しみに近いものをもった複雑な環境の中でかれ
の幼児期の思想が育まれた。マーシャルが労働者階級の生活環境の改善に人
並み以上の関心を持つ潜在的な理由が，その出生の事情の中に窺えることは
重要な点である。
ただここで断っておかなければならないのは，マーシャルは自分が父親の
意志に沿うことができないことを決して本意とはしていなかったという事実
である。父親が少年期のマーシャルを11時まで起こして，ヘブライ語を学習
させたことは憎んでいたかもしれないが，そして父親に理解できない数学の
問題をかれが解けることを密かな楽しみにしていたかもしれないが，父親が
かなりの無理を承知で，アルフレッドの才能を育てるべくパブリック・スク
ールにやってくれたことについては，感謝の念を持っていたのは事実である。
多分かれはそのことをも念頭に置きつつ次のように述べる。「大抵の親は，か
174 
初期マーシャル研究の現在（橋本） 573 
れらの両親がかれのためにしてくれたことを子供のためにしてやろうとす
る。もしかれらが，かれらよりも幾分高い水準を持つ隣人の間で生活してい
るとすれば，おそらくはそれよりも少しばかり多くのことをしてやる気にな
るであろう。しかしそれ以上のことをするためには，ごく稀なものというわ
けではないが，非利己的であるという道徳的な資質と，愛情のぬくもりに加
えてさらに，まだ一般的となっているわけではない，ある種の心づかいが必
要とされる。……それは，文明の比較的進んだ国民の中産階級と上流階級を
除いては，まずは十分に発達することはない。」 (Keynes1972, p163)。この
文章には，マーシャルの「ある種の心づかい」をしてくれた父親への感謝の
記憶がただよっているとともに，意図せざる結果としても，マーシャルがみ
ずからを中産階級出身と自認するものになっている。
3 生徒・学生時代
マーチャント・テーラーズ
マーシャルは他の多くの庶民の子供同様，上流階級ないし上位の中産階級
のようなガバネスによってではなく，女性が先生を勤める小さな私塾で読み
書きを習った。彼の聡明さを見込んだ父は， 9歳になったアルフレッドをマ
ーチャント・テーラーズ・スクール (MerchantTaylor's School) というパ
ブリック・スクールヘ入学させた。 1852年1月のことである。
マーチャント・テーラーズは，イートン，ハロー，ラグビー，ウエストミ
ンスターほど有名ではないし，チャーターハウス，セント・ポールズ，ウイ
ンチェスターほどにも日本では知られていない。しかし1561年設立の由緒あ
るパブリック・スクールの一つであり，当時は上述の学校と一まとめにされ
てエリート校とみなされていた。学校用地は以前サセックス伯の所有地であ
り，サセックスハウスと呼ばれていた建物の半分を占めていた。それは学校
創設以来の立地であった。この学校は名前の通り， 16世紀の創立当初は貧し
い渡り職人や仕立職人の息子を受け入れていたが，マーシャルの頃でも，学
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費の比較的安い学校であった。そのかわり 1, 2年次生には机もなかった。
また他のパブリック・スクールと違って全寮制をとっていなかったので食事
代や寮費の心配がなかった。昼食は近所の「チョップハウス」のような店で
とり (6ペンス位の料金であったらしい），午後の授業が始まる 2時までの残
りの時間は市内見物をして過ごしていたらしい。
それでもかれの教育に必要な200ポンドを工面できなかった父親は，上司か
ら借金をせねばならなかった。マーシャルは『原理』の中で次のように述べ
ているが，この時のことを思い出していたかも知れない。「たまたま低い地位
の両親から生まれた天才が低級な仕事に従事するのをそのままにしておくよ
うな濫費ほど国富の増大にとって有害なことは他にない。わが国の学校とり
わけ中等教育機関の改善ほど，国富の急速な発展に役立つ変革は他にないで
あろう」 (PE,p.212)。
ところで日本人にはよく分からないのは，私立学校入学に際して，父親が
なぜ（イングランド）銀行の理事に子供の入学資格を願わなければならなか
ったのか，そしてケインズはそのことを記した箇所に注をつけて「その理事
は『君は私に200ポンドくれと頼んでいることになるんだよ』と言ったが，し
かしそれを与えた」と述べているがそれは一体何を意味するのか，これにつ
いては筆者もいろいろ調べたが公表できる確たるものを見つけることができ
なかった。今回グレネヴェーゲンがそれを明らかにしてくれた。ということ
は欧米人でも，この文意は，（多分イギリス人を除いて）平明ではなかったの
である (p.50)。当時，この学校への入学資格授与は， 40人からなる理事会構
成メンバーの推薦によっていた。総定員は250であった。学年は10学年(9歳
から19歳）で，生徒は平均して 8年間この学校に通った。ここからグレネヴ
ェーゲンは毎年の受け入れ可能生徒数を30-35人と見積もっている。したがっ
て各理事は 4年に 3人を推薦することができた。学校の経営母体は生徒一人
当たり毎年10ポンドの援助を行っていた。 10学年通うとすれば，計100ポンド
の補助を一人の生徒が受けていたことになる。それにタイアップしていたオ
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ックスフォードのセント・ジョーンズ・コレッジのフェローシップの額を考
慮すると，この100ポンドの価値は 2倍の値打ちがあるとグレネヴェーゲンは
言う。入学記録によればマーシャルを推薦したのはボナミー・ドプリーとい
う人物で当時学校の理事会のメンバーであり同時にイングランド銀行の理事
であった。ドブリーはマーシャルの祖母ベントール家と知り合いであったの
が，推薦の契機であったとグレネヴェーゲンは推測している (p.51)。最初の
100ポンドは分かりやすいが，残りの100ポンドに関しては，グレネヴェーゲ
ンも具体的な証拠を示さず，もう 100ポンドを加えているようにも思えるの
で，やがてより詳しい証拠の提示によって補強ないし変更される可能性がな
いとはいえないが，生徒一人の推薦権が200ポンドといった価値で見積もられ
ていた背景を知ることにはなった。
年収がほぽ250ポンドの父が，子供をパブリック・スクールヘ入学させるこ
とができた背景がかくして明らかになった。
マーシャルが入学した頃のマーチャント・テーラーズは生徒総数250であっ
たから，一学年30人内外であり，教師総数も 6人という小さな学校であった
ことは筆者が別の機会に明らかにしたが，今回のグレネヴェーゲンもそれを
承認する数字をより詳細に示したことになる。
1866年にこの学校は，チャーター・ハウスがロンドンの南のゴダルミンに
広大な敷地を得て移転したのにともない，その跡地である13エーカーの敷地
を9万ポンドで譲り受け移転したのでロンドンにある現在のマーチャント・
テーラーズはマーシャルが学んだ所ではなく，マーシャルが同校卒業後に移
転した場所に建っている。この点の指摘はグレネヴェーゲンの著書でも欠落
している。イギリスは19世紀中葉以降，学校教育の水準の向上を目指すいく
つかの王立調査委員会を組織するが，一般に「パブリック・スクール委員会」
と呼ばれている委員会は1864年に 9つのパプリック・スクールの教育内容を
調査した。その時には上に紹介した学校ともどもこのマーチャント・テーラ
ーズ・スクールも調査対象になり，委員会は「マーチャント・テーラーズ・
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スクールで教えられている数学の質・量ともに調査対象にした他の学校に比
してかなり抜きんでている」 (Minchin1901, p.167)と報告している。グレネ
ヴェーゲンもこの文章を元の委員会報告書から引用して紹介している (p.
55)。ケインズによれば，マーチャント・テーラーズの最高学年の数学教育は
微分学にまで及んでいた (Keynes1972, pl64)。その細かいカリキュラムの
内容が今回，グレネヴェーゲンによって紹介された (p.68)。その教科書の何
冊かは，マーシャルがケンプリッジで受験した数学トライポスの試験官によ
って執筆されていた。しかしそれだけではまだ大学で数学を学ぶには十分で
はなかったようである (Cf.p.65 n.35)。
当時の授業料は，年間10ポンド，これを 4期に分け，各2ポンド10シリン
グづつと他の学校に比して極めて安かった。入学金は 3ポンド，進級料とし
て新しい担当教員に毎年5シリングを払う他は，服代，教科書代などの負担
が求められたが，イートン並の服装は最高学年の時にのみ要求された。マー
シャルの当時の服装がみすぽらしいものであったことは，同級生の証言に残
っている。全寮制のパプリック・スクールとなると年間100ポンドは覚悟する
必要があった (p.72)。マーシャルの学費を年間20ポンドとしても，それでも
250ポンドの所得階層にとっては過分のものであったことを，グレネヴェーゲ
ンは計算している (pp.51ff.)。
アルフレッドは父親の方針で，悪い友達ができないように，放課後自宅近
くの広場で遊ぶことを禁じられた。学校ではクリケット・クラブに所属した
が，クリケットができる広場までの距離が遠かったので， 3年間に10ゲーム
程しかやったことがないというのが，アルフレッドから聞いたメアリーの思
い出として記録されているが，ケインズはこれを伝記の中では採用しなかっ
た。グレネヴェーゲンの調査では，学校は近くの広場の一部を年額20ギニー
で賃借していたので，実のところそれほど学校から遠くはなかったらしい(p.
48)。アルフレッドは家の庭で妹相手に球技をやっていたようである。彼は週
日は夜遅くまで宿題に取り組んだことはケインズがすでに伝えている。ため
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に6週間の夏休暇をドウリッシュの叔母の家で過ごすことが，彼にとって最
大の楽しみとリフレッシュとなった。しかし当時は，親から将来を嘱望され
ていた子供はたいていが同じような生活をしていたようである。
マーシャルにとって重要な意味を持ったのは， 1850年にヘッシーという校
長が，ェアリーという名の第2位ラングラー（ケンプリッジ大学の数学のト
ライポスの第2位合格者）を数学教師として採用していたことである (p.55)。
この事実はグレネヴェーゲンによって初めて紹介された事実である。
最高学年になり，「モニター」（もともとは優秀な生徒が下級生の勉強を指
導する役割を指したので，助教師などと訳されていた。「マーシャル伝」の翻
訳者は監督生という言葉を採用している）に任命されると，特別の机を与え
られた。マーシャルはこの学校で優秀な成績を修め，もしオックスフォード
のセント・ジョーンズ・コレッジに進学し古典（ラテン・ギリシャ語）を学
び，将来英国国教会の牧師になるなら学費を免除され，さらに奨学金を与え
られる特権を与えられたが，それを断った。この奨学金授与資格を断った最
初の人物ではないかというアルフレッドの同級生の発言が引用されている
(p.57)。「彼（の選択）は間違ってはいなかった」と校長は，後にマーシャル
がブリストル大学の学長職へ応募した時の推薦状に記している (p.55)。
グレネヴェーゲンは数学以外のギリシャ・ラテン語の授業や第4学年から
のフランス語や図学（芸術科目ではなく数学用）の授業，さらには最高学年
でのヘブライ語の授業（これはこの学校独特のものであった）等についても，
詳しく解説している。アルフレッドはこの時期にフランス語にかなり習熟し
たようである。ただし自然哲学とドイツ語は教科からはずされていたようで
ある。彼は後にドレスデンとベルリンでドイツ語を学ぶことになり，あわせ
てヘーゲルに親しむことはマーシャル研究家にはよく知られていることであ
る。またヘプライ語学習に悩まされたというケインズの記述は，最高学年の
1年間だけのことであることが今回判明したことにもなる。
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セント・ジョンズ（ケンプリッジ）へ
マーシャルがマーチャント・テーラーズを卒業したのは， 1861年6月であ
る。ケンプリッジのセント・ジョンズ・コレッジヘの自費生 (pensioner) と
して認められたのは，同年6月10日付けである。入学許可は同年のミクルマ
ス・タームからである。入学許可証明はマーチャント・テーラーズの校長名
で発行された。当時は入学試験制度はなく，学校長の学業終了証明書だけで
よかった。チューターはA.V.ハドリーであった。 1861年6月付けでセント・
ジョンズヘ入学を許可された学生の総数は16名で，半分が1842年に洗礼を受
けた者であった。正面ゲートは今日みることができるようなツインタワー形
式のものになっていたが新チャペルは1869年完成なので，彼が入学した時に
はまだ姿を見せていなかった。現在プリッジ・ストリートに面して通りから
も見ることができるマスターズ・ロッジもなかった。当時このコレッジの住
人総数は142人であった。ケンプリッジ大学全体での学部学生の数は1526人
(1862年）であった。当時のイギリスにおける大学進学率は0.5%程度であっ
た。
学位取得を目指す学生は，第2学年のレント・タームに「リトル・ゴー」
と呼ばれた準備試験を受験する義務があった。マーシャルの場合はこれを
1863年の 5月に受けている。準備試験制度は1824年に導入されたものである。
1855年以後は上級学位 (honoursdegree)を目指す者には，数学関係の追加
科目が準備試験に付け加えられたが，それでも試験内容は，パプリック・ス
クール卒業生にとっては簡単なものであった。当時のケンプリッジの年間授
業週は25週であったが，形式上では今日もほぼ同じである。
マーシャルのケンプリッジの入学に関連してよく「数学科」を卒業といっ
た表現が（欧文論文の場合でも）みられるが，当時のケンブリッジでは数学
がすべてであったといっても過言ではない。アルフレッドが数学を志した理
由の一つに，父親が数学に無知であったことを挙げているが，これらはケイ
ンズによって過剰に粉飾された事情であるとグレネヴェーゲンは述べている
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(p.59)。古典（学科）のトライポスが1824年に創設されたが， 1857年までは
その上級学位については，（貴族を例外として）数学の試験を受験した以後で
ないと受験が認められなかった。 1858年に古典で第 1位であったシジウィッ
クは，その前に数学で33位ラングラーであった。ケンプリッジの学位認定制
度については別の機会に詳論したので，これらに関するグレネヴェーゲンの
解説の紹介は省略する。トライポスの受験のためには10タームのコレッジ在
住が必要要件であった。マーシャルの場合は1861年の10月学期に入学してい
るので， 1865年の 1月以降が10ターム目の在住になる。学部学生の内，上級
学位の取得を目指し，成就できるのは 5人に 1人もなかった。
さてこのコレッジ生活の学費であるが， 1862年の『ケンブリッジ大学学生
便覧』は，コレッジヘの支払い，食料品や書籍費，ケンブリッジと自宅との
往復旅費，娯楽費等の小遣いを含めて年間125~250ポンドと見積もっている
(p.73)。ところがトライポスのパート I (上級学位認定試験）を受験するた
めには，個人指導を受けねばならないがこの支払いが24~30ポンド要求され
たし，長い休暇中にコレッジに留まりつづけようとすると，さらに 1週1ポ
ンド以上の支払いが必要であった。両親が豊かであり，優秀な個人指導教師
oooポンド以上を受け取る教師もいた）を雇ったりすれば年間500ポンド以
上費やすことも稀ではなかったようである。アルフレッド・マーシャルはケ
ンブリッジ大学に進学するにあたっては，叔父チャールズの資金援助を受け
たことはすでに述べた。叔父は兄であったマーシャルの父親の希望が，息子
によって拒否されることを知って喜び，アルフレッドヘの資金援助をおこな
ったと，ケインズは解説している。グレネヴェーゲンはマーシャルが10ター
ムのセント・ジョンズ滞在のために支払った総計額を細かに計算し，最低で
も234ポンドかかったであろうと推計している (pp.89-90)。マーシャルもま
た受験のためには，個人指導を受けており，年間36ポンドを 3年間支払った。
その他にもセント・ジョンズヘの登録料が2ポンド 3シリング，大学への入
学金が5ポンド，準備試験受験料2ポンド10シリング， B.A.ディグリー認定
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料が7ポンド，コレッジの室料が最低でも10ギニー，ガウンや帽子代が3ポ
ンドといった諸々の費用を合算すると卒業までに513ポンドはかかったはず
というのがグレネヴェーゲンの結論である。ケインズはマーシャルがケンプ
リッジに向かうために利用できた奨学金を紹介している。パーキン奨学金が
どのようなものかについてはグレネヴェーゲンも深入りはしていない。ケイ
ンズは「ケンブリッジのセント・ジョンズから受けた一年40ポンド」 (Keynes
1972, pl64)の奨学金と述べているが，グレネヴェーゲンは「アルフレッド・
マーシャルがマーチャント・テーラーズで勝ち取った，最長で4年間，年額
50ポンドの価値のあるパーキン奨学金が，当該の10タームに彼に166ポンドを
与えた」 (p.90)と細かく記述している。入学初年度にコレッジの創設基金奨
学金（学部学生向けに60人分が用意されていた）を受けたとすれば，それは
年額50ポンド， 3年で150ポンドとなる。さらに第 3学年に20ポンドの賞金を
得ているので，叔父のチャールズから借りた金額は多くて327ポンドであろう
と， 10タームの収支をグレネヴェーゲンは計算している。その結果，マーシ
ャルの居住室であるセント・ジョンズ・コレッジの第3コートのルーム・ナ
ンバーE6からは， 3年余の間，一度も夕食パーティや特別メニューの朝食
の注文が発注されなかったとグレネヴェーゲンは報告している (p.91)。朝食
代は請求されなかった。というより個人負担であった (p.78)ので，貧乏学生
の節約の対象であった。マーシャルが非常に切り詰めた学生生活をせざるを
得ず，それはセント・ジョンズでは極めて例外的であったようである。
第2位ラングラ＿
マーシャルはコレッジ試験では 1年目 (1862年）は 1番， 2年目 (1863年）
は2番， 1864年のレント・タームには 1番であった。これはコレッジ内で行
われるトライポスの模擬テストという位置づけである。
ケンプリッジの学位認定試験はトライポスと呼ばれている。試験官は正副
のイグザミナーと正副のモデレーターの4人からなり，一人ないし二人が組
182 
初期マーシャル研究の現在（橋本） 581 
んで出題する。 1865年には二人のイグザミナーはトリニティから．二人のモ
デレーターはセント・ジョンズから出ていた。二人のモデレーターは翌年の
試験ではイグザミナーに昇格．二人のモデレーターが新たに補充されるとい
う形式で試験の公平を保っていた。数学のトライポスは12月30日以降最初の
火曜日（新年の第1火曜日）から開始されることになっていた。 1865年につ
いていえば，それは 1月3日を意味した。マーシャルのケンプリッジでの居
住が丸9ターム経過し， 10ターム目が開始される日であった。前年の夏休み
やミクルマス・ターム．さらにはクリスマス休暇はこの準備のための勉強に
費やされる。マーシャルはチューターからボート競技への参加を止めるよう
に忠告される。当時のチューターは教育そのものよりは，生活指導者的役割
を担っていた。
数学トライポスは， 16のペーパーからなっていた。まずはユークリッド幾
何と円錐から開始された。家柄・資産ともに十分でないマーシャルが名声を
得るためには上位での合格が求められた。全部で6問を解く試験は. 3日間
つづき 5日の午後4時に終わった。すなわち火曜．水曜，木曜の 3日間の午
前と午後の 3時間で各 1ペーパーづつこなしてゆくのである。これはトライ
ポスの第1部であり．さらに間を 1週間おいて開始される第2部を目指す受
験生には完璧な解答が要求された。数学の試験ではあるが，物理学や工学的
な問題をも含んでいた。グレネヴェーゲンの評価によれば，問題は1950年代
まで学部学生に教えられていたような内容のものであった (p.92)。
トライポスのパート Iの合格者名は，週末までに大学の中心的建物である
評議員会館に張り出される ハ トIでマーシャルを抑えて一番（シニア・
ラングラー）となるストラット（後にノーベル賞受賞者レーリー卿）はこの
時点では 5番であった。不合格者はパート Iへ進めず．上級学位を得られな
し ~o
試験は16日の月曜日に再開された。これがトライポスのパート I(第2部）
と呼ばれるものであり，この合格者にラングラーの名称が与えられる。上位
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合格者には所属コレッジのフェローシップが約束されるものである。しかも
この職は，かなりの所得を，特定の仕事の義務をともなわずに与えられるも
のである。その試験は 5日連続，一日 6時間づつ行われ，金曜日の20日の午
後4時に終了した。
成績結果は翌週の金曜日(27日）に公表され，評議員会館前に集まった人々
の前で読み上げられる。通常この日には各コレッジから多くの学生があつま
り，もしもシニア・ラングラーが所属コレッジから出れば，それを伝えるた
めに，大急ぎで，場合によっては手旗信号や馬を利用してコレッジヘ急ぐさ
まは，筆者も何度かケンブリッジの卒業生の思い出の記の中でお目にかかっ
たことがある。
マーシャルは結局第2位ラングラーとなった。シニア・ラングラーは貴族
の称号の継承が決まっていたストラットであった。この前後の期間のレーリ
一家の模様は記録が残っているが，マーシャルに関しては何も利用できない
というのがグレネヴェーゲンの調査結果である。 1865年1月30日の『タイム
ズ』の社説は，わざわざこの結果が依枯ひいきの結果ではないと記したこと
が報告されている (p.93)。つづいて 1月30日に行われたスミス賞試験をマー
シャルは受験しなかった。 1位はレーリーで2位は第3位ラングラーとなっ
た人物であった。なぜマーシャルが受験しなかったかについてもグレネヴェ
ーゲンは考察している。その年の秋に発行されたコレッジ機関誌『イーグル』
は，「シニア・ラングラーがジョーニアンではなかったのは残念だが， 15人も
のラングラーを輩出し，その中に第2位ラングラーである A.マーシャル氏
を含んでいるので，コレッジとしては上出来の年であった」と記した。この
年に生まれた新ラングラーは45人であったが，その 3分の 1を当時では新設
コレッジに属するセント・ジョンズ出身者が占めた。
その年の11月にマーシャルはセント・ジョンズのフェローに任命される。
それはかれに生活の保障を与えるものであった。フェローは大学に居住する
義務もなく，職業も自由に選択できる特権があり，しかもコレッジの資産運
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営の成果を配当金として受領する権利があったからである。ただしフェロー
はこの時代，独身であるとともに，英国国教会の39項目にわたる信仰個条に
宣誓・署名する義務があった。かれはこの時点では，聖職叙階についても否
定的ではなかった。大学卒業資格を数学でとろうと古典学でとろうと，聖職
叙階の妨げにはならなかった。かれはケム川のほとり（バックスと呼ばれて
いる）を小躍りしてまわり，自分が社会に貢献できる役割を得たことを喜ん
だ (Scots1924, p.447.)。そして多くの前任者同様，かれは大学にとどまり，
後輩の指導を始めた。かくしてケインズの伝記では詳しく触れられなかった
マーシャルの出生や生い立ち，大学での勉強内容などについて，グレネヴェ
ーゲンは数多くの新しい情報をもたらしてくれたことが分かる。学位授与と
フェローシップの獲得との時間差について，ケインズは「直ちに」といった
表現を用いているが， 10カ月の間隔があいていることを明らかにしたのもグ
レネヴェーゲンである。ただしグレネヴェーゲンもトライポスの成績結果の
公表後「直ちに」，マーシャルの秋以降の地位が「予約」された可能性を残す
論述を行っている。
他方，数学で学位をとった者が，哲学や心理学に関心を持ち，やがて経済
学の研究に生涯をかけようと決心する経緯を知るためには， 1865年以後のマ
ーシャルを知ることがより重要であろう。
4 マーシャルの思想遍歴
パーシヴァル及ぴシジウィックとの出会い
1865年1月の学位取得と同じ年の11月のフェローシップの獲得との間のわ
ずかの期間，マーシャルはケンプリッジを離れた。彼は，尊敬していたパー
シヴァル (JohnPercival 1834-1918)が初代校長を勤める，設立間もないブ
リストル郊外クリフトンのパプリック・スクール，クリフトン・コレッジで
臨時の数学教師の職に従事した。パーシヴァルはオックスフォード出身であ
り，ジョウエットと親しかったので，彼が創設理事であったプリストルの新
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しい高等教育機関（ユニヴァーシティ・コレッジ）の学長として， 1877年結
婚によってセント・ジョンズのフェローの職を失ったマーシャルを招聘する
にも影響力を発揮したはずである。パーシヴァルはまた1876年にはクリフト
ンに女子高校を創設するのを援助することになる (p.104)。今回グレネヴェー
ゲンは，この時期のマーシャルを描くさいに非常に重要な人物としてパーシ
ヴァルを位置づけている。
数学の臨時教師ということであれば，だれかが急に病気になったことが考
えられるが，グレネヴェーゲンは早速誰が休職せねばならなかったかを調べ
あげるとともに，マーシャルが実際にクリフトンに滞在していたことを，当
時の教師の集合写真を見つけ，その中にマーシャルがいることによって示し
ている。その仕事は1865年の最初の二つの学期だけで，夏にはケンプリッジ
に戻ったようである。グレネヴェーゲンは正確な時期を特定することができ
なかった。学校に残されている文書には臨時教師の発令は記録されていない
からである (p.103)。しかしこのような職による収入やケンブリッジに戻って
からの数学の個人指導による収入は，叔父チャールズからの借金を返却する
期間を短縮することになった。
このクリフトンでの経験はマーシャルにとって新たな思想遍歴の契機を与
えるものになった。そこでマーシャルは一人の数学教師ディキンズに出会い，
かれを通じてJ.R.モーズリーと知り合った。ディキンズとモーズリーはラグ
ビー校の同窓生であった。ケンプリッジのキングズ・コレッジ出身でキング
ズのフェローであったモーズリーはシジウィックともども，「ディスカッショ
ン・ソサエティ」，後には「グロート・クラブ」という名で知られるようにな
った討論クラブのメンバーであり，彼を通じてマーシャルはシジウィックの
知遇を得ることになる。この年の夏，シジウィックがこの学校の試験委員と
してクリフトンに来校したからである。このクラブは1860年代の初期に創設
されたもので，大学のドン（ケンプリッジでは大学に職を持つ研究者をこう
呼ぶ）たちの小さなクラブであった。毎週 1回ジョン・グロートの自宅で会
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合を開いていたのでこの名がついた (Raffelli1990, p.5)。グロートは1866年
の8月に死去した。グロートの思想は，反功利主義・反連想主義的理想主義
であった。
モラル・サイエンスヘの関心
ケンプリッジに戻ったマーシャルは，シジウィックに導かれて，隣りのコ
レッジであるトリニティやキーンズでモーラル・サイエンスを担当している
若きレクチュアラーたちとの交際を始める。ここにマーシャルの人生におい
てようやく友人らしき人々が登場しはじめる。そして1866年の10月に，ロン
ドンからケンブリッジに，グロートが占めていたナイトブリッジ教授職の継
承者として移ってきたフレデリック・デニソン・モーリス (1805-72) を名
義上の長とするグロート・クラブに入会を許されることになる。モーリスは
ケンブリッジの理想主義的な土壌へ，社会改革の容認と社会関係を度外視し
ては個人を考えることができないという発想を持ち込んだ (Raffaelli1990, 
p.6)。モーリスはロンドンでは，女性の高等教育への接近に努力するととも
に，ナイチンゲールやデーヴィスらの女性の社会的地位向上運動に積極的に
協力するとともに，キリスト教社会主義の創始者としても知られていた。そ
の宗教的信条のために1853年にロンドン（大学）において占めていた教授職
を辞任せざるを得なかった。かくして第2位ラングラーマーシャルは当時の
イギリスを代表する知的社会との接触を始めた。マーシャルは，グロートク
ラプに参加したが， 1867年3月まではまだなにも発言していない。マーシャ
ルはこの時，ウィーウエル（彼もまた有名なセカンド・ラングラーの一人で
ある）の『道徳性の基礎』の数ページを読んだのみであったからである。し
かし 3月27日の会合で「節倹の法則」を未熟と断って朗読している (Raffaelli
1990, p.11)。クラプは当日のペーパーを読む会員の部屋で開催されるかたち
になった。
19世紀後半以降のケンブリッジは討論クラプの最盛期である。ケインズが
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その会員であったことで有名な「ソサイエティ」（「ケンブリッジ・コンヴェ
ルザチオーネ・ソサエティ」あるいは「アポスルズ」とも呼ばれた）への参
加をマーシャルが許されなかった理由を，グレネヴェーゲンは社会的出自と
している (p.109)。同じ理由により， 1860年に創設され，会員をモラル・サイ
エンスに関心がある学部卒業生15人に限定していた「チット・チャット・ク
ラプ」へも招かれなかった。ともにマーシャルの知人・友人の多くが参加し
ていた。
しかしマーシャルは他にも，「エラナス」や「ケンプリッジ哲学ソサエティ」
やケンブリッジ「リフォーム」クラブに属した。この時期リフォームという
言葉は流行語であった。 60年代はリ・フォームの時代であった。なかんずくリ
フォーム・アクトという言葉に代表されるように，労働者階級の選挙権の拡
大は1867年法（第2次選挙法改正）によって，運動の成功がはやされていた。
1873年11月5日におこなわれたリフォーム・クラプでのマーシャルの発表
（「労働者階級の将来」）は，初期マーシャルの思想を示すものとして，マー
シャル研究者にはよく知られているが，ケインズはグロート・クラプとエラ
ナス以外へのマーシャルの関与については何も記述していない。エラナスに
ついては，ケインズはヴェン，フォーセットがメンバーであると述べている
がその証拠がないとグレネヴェーゲンは主張している。これらの会合で新し
い哲学思想に接しているうちに，マーシャルは信仰心を喪失してしまうこと
になる。
マーシャルは，シジウイックらとともに有カメンバーとして数年の間活動
した。ともかくそのような契機からマーシャルは女性の教育にも関心をもち
はじめた。
マーシャルはこのクラブの会員になることにより，カントやヘーゲルさら
にはダーウィンやスペンサーに関する最新の議論に接することになる。哲学，
倫理学そして心理学へと関心を移してゆき，いつしか物理学をやるという初
期の希望を放棄してゆく。そして同時に信仰心も失ってゆき，不可知論者の
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仲間入りをしていった。一方で，かれは朝 5時に起床して哲学研究のために
時間を割いた。そのために疲労がたまり，右足がふくれあがるほどであった
(Pigou 1925, p.418.)。このような症状についてもグレネヴェーゲンはなに
がしかの医学的考察を加えるとともに，ダーウィンも一時期そのような症状
を訴えていたことを読者に思い起こさせている。
「節倹の法則」
今日確認できるもっとも初期のマーシャルの著述が， 1860年代後半のもの
となったのは，ラファエッリの業績である。それまでは1872年か73年の経済
学的な書評や小論が最初のものとして紹介されていた。グロート・クラプで
報告されたこの「節倹の法則」と題される論文は，明らかにウィリアム・ハ
ミルトンから影響を受けている。彼はまたこの論文をまとめるために， ミル
の「ハミルトン哲学の吟味」を読み，ベインやフェリエールやマンスルを読
んでいる。さらにホッブスの『レヴァイアサン』やカントの『純粋理性批判』
やベーコンやロックにも目を通している。短期間の読書量に圧倒されるほど
である。
その中でも，ォックスフォードの若きドンであったマンスルが著した『バ
ンプトン講義』が提起した問題がマーシャルの関心を引いた。この書物は，
オックスフォードに設けられていたバンプトン記念講義の1858年度の講義録
として公表されたものであるが，当時の若き知識人たちに大きな影響を与え
た論争をもたらした。マンスルは，ハミルトンの哲学に依拠しつつ，『宗教的
思想の限界』を論じた。かれは神を拒絶したのではないが，神に至る論理を
否定し，絶対者あるいは無限のものは不可知(unknowable)であると主張し，
人間にとっては無条件的なもの (theunconditioned)についての知識はあり
えないとした。スペンサーのように，この議論に影響を受け，公的に不可知
論 (agnoticism)を展開する受容者も多かったが，正統派（「常識の哲学」派）
からは大きな攻撃を受けることになった。モーリスは宗教的真理の直接的・
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実証的知識を目標としていたので，マンスルには反対の立場をとった。
ミルもまた1865年に経験主義の立場から，父ジェームズの著書に拠りつつ
批判的著述を公刊し，哲学をもって神学を語ることはできないという立場か
ら，「信じることができる絶対者および無限のものと，認識できない絶対者お
よび無限のものとは異なる事柄である」 (Mill1979, p.99) と主張した。ケイ
ンズは1924年の時点で「マンスルは現世代にとってはなんの意味も持ってい
ない。しかしキリスト教の教義を知的な基礎の上に据えようとする最後の試
みの主唱者として， (18)60年代にはもっとも重要な人物であった」と評して
いる。しかし学位を得て量子物理学へ進もうとしていた若いマーシャルは，
『コンテムポラリー・リヴィウ』誌上に現れたミル＝マンスル論争等に刺激
を受けて，「しばらくの間」形而上学の世界をさまよってみようと思った。「節
倹の法則」以外にもさらに 3つの論稿がラファエッリによって復刻されてい
る。最初の二つの論文は，事実を確認するさいの精神の本源的な直観として
の意識および自意識の判断と役割を扱うものである (p.121)。ラッファエリや
グレネヴェーゲンがこれらの初期論文に下している判断を紹介するには別稿
が必要である。
かくして早くも1868年にはセント・ジョンズの（コレッジ）長，ベイトソ
ンは，マーシャルをモラル・サイエンスの三人目のレクチュアラーに任命す
るほどであった。一つのコレッジが同一科目（群）に三人のレクチュアラー
を有するのは当時では例外的であったと，ケインズが報告している (Keynes
1972, pl 72 n.2.)。
ところで論争の帰結は若い人々に『創世記』の記述を含む聖書の信憑性へ
の信頼を失わせ，不可知論の支配する時代を導いた。 1869年，尊敬する先輩
ヘンリー・シジウイックは英国国教会の39ヵ条の信仰宣言への再署名を拒否
して， トリニティのフェローを辞任した。その 2年後学位記の授与やフェロ
ーの地位を国教会信者に限定していた審査律が，大学法の改定によって撤廃
された。マーシャルはやがてダーウィンの『種の起原』 (1859)やスペンサー
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の『第一原理』に接するうちに，形而上学から倫理学そして心理学へと関心
を移していった。
形而上学的不可知論と新しく登場した進化論，それと前世紀末より継承さ
れていた功利主義の倫理，これらに影響を受けつつ，そしてなによりヴィク
トリア期イギリスの繁栄と他方における貧困の現実を目にしつつ，マーシャ
ルの経済学に取り組む感性的信念が形成されていった。
経済学研究へ
以上でおおむねマーシャルが経済学に接近する直前までを紹介したことに
なる。グレネヴェーゲンは第 6章 (p.139ff.)でマーシャルの経済学の徒弟時
代を扱うが最早紙数が尽きた。
ともかく初期マーシャル研究は，マーシャルの隠された出生の中に潜在的
に秘められていた労働者階級への共感が，青年マーシャルの信念として結実
してゆく契機をさぐるために研究が開始されたのは確かである。
当時モラル・サイエンスの名のもとに包括されていた学問領域への関心は，
マーシャルを予定通り物理学の世界へ戻すことができなくなった。ケンブリ
ッジにおいては，モラル・サイエンスのトライポスは1848年に，自然科学の
トライポスと同時に開設された。それまでは，古典学と数学の二つのトライ
ポスしか存在していなかった。これら以外に医学士，法学士の学位があった
が，この学位取得のための試験は形式的なものであり， トライポスとは呼ば
れていなかった。法学のトライボスは1854年に公認された。
モラル・サイエンスのレクチュアラーとして同僚のピアソン (Pearson)が
哲学を講じていたので，かれは経済学を教えることになった。しかしその時
でもかれは未だ経済学よりも哲学の方に執着していた。この年，かれは原文
でカントを読もうとして，多分シジウィックの紹介でドレスデンに向かった。
この時かれはヘーゲルやロッシャーの著作に触れたようである。
そして1869年，シジウィックが高等能力検定試験準備のための女性教育を
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組織する頃には，経済学講義をはじめていた。この時期マーシャルは完全な
シジウィックの「弟子」であり，かれを，精神上の父であり，母であると敬
っていた (Pigou1925, p.319) この頃かれはまたミルの『経済学原理』を初
めて読んだと後年になって述べている。
かくしてマーシャルはケンブリッジにおける経済学の研究・教育水準を引
き上げる仕事を担うことになった。しかしかれは進んでこの職を担ったわけ
ではなかった。マーシャルは後年この頃のことを思い起こし，「コレッジの好
意により，私は「モーラル・サイエンス」の講師に任命されたが，それは私
に生涯の仕事を与えた。そして後になって経済学ーそれは当時私にとっても
っとも関心のある科目というわけではなかった 一，が研究意欲をもってい
る学生によってほとんど無視されていたと結論した。私は経済学を教えた。
というのはピアソンが経済学を教えることを欲しなかったからである。私は
私が経済学徒であるという指摘に対しては怒りをもって拒絶した。」 (Whita-
ker 1975 I , pp.6f.) と書いている。しかしマーシャルをして偉大な経済学
者ならしめたのは，数学的能力と哲学的素養の両方を合わせ持ち，さらに労
働者階級の生活に対する深い関心であった。
このようにマーシャルは数学の研究を断念して，直ちに経済学にたどりつ
いたわけではなかった。シジウィックに導かれて哲学，心理学，倫理学とさ
まよったあげく，当時のケンブリッジの若者に衝撃を与えた進化論にひかれ，
人間の性格の進歩による貧困の解消という考えにとりつかれたからである。
マーシャルの関心はミルを継承しつつ，イギリスが19世紀の前半までに蓄積
した富を，貧困の解消のために労働者階級にいかに分配するかにあった。そ
のためにかれがまず取り組んだ経済学上の問題は，価値論の領域であった。
1872年にマーシャルは前年に出版されたジェヴォンズの『経済学の理論』を
読み，批判的な書評を公表しているが，それを読むかぎり，かれが当時すで
に需要と供給の限界での均衡という観念を明瞭に抱いていたことが分かる。
その頃マーシャルは国際的価値の問題をミルの分析を拡張するかたちでまと
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めたが，出版にはいたらなかった。
ヴィクトリア時代のイギリスの富の蓄積を，労働者の生活の向上のために
利用する方途をいかにして切り開くかが，かれの主たる関心事であった。マ
ーシャルはしたがって，人間の福祉との関連を離れて，経済学を解こうとす
る者に対してきわめて批判的であった。そのようなマーシャルの態度を評し
て，後年ケインズはその「マーシャル伝」の中で，マーシャルは「あまりに
も役にたちたいと切望しすぎた。彼は経済学の主題のうちで，たとえ間接的
にはこの上なく重要であろうとも，直接人間の福祉や労働階級の状態などに
関係がないような知的部分を低く評価し，これを追求しているときには，至
高のものに携わっていないのだという感じを持つ性癖があった」 (Keynes
1972, p200)と述べ，また，かれが，科学者としての本性と人間の牧者として
の本性を合わせ持ち，しかも常に「かれ自身が優位を与えようとしていたの
は」後者の側面であったとも述べている (Keynes1972, pl 73)。
労働者階級の生活改善
ところでイギリスが経済的繁栄をもっとも享受したのはヴィクトリア女王
の治世 (1837~1901)の前半である。この間に新興産業家と専門家集団から
なる新しいイギリスの支配階級は「中産階級」という新しい名で呼ばれるよ
うになった。他方でこの時代には多くの人々が大都市の貧民階層の悲惨な生
活に関心を向け始めた。工場で働く児童の状態が東インド諸島の奴隷より劣
悪であるといった，労働者の労働条件や生活環境を伝える数多くの公的・私
的報告が人びとの目に触れるようになるととともに，労働者の労働条件を改
善する工場法の改正にも多くの支持者が結集するようになる。マルクスの窮
乏化理論に多くの示唆を与えたとされるエンゲルスの『イギリスにおける労
働階級の状態』が公刊されたのは， 1845年のことであった。労働者階級，そ
れはマーシャルにあっては貧困と同義であったが，かれらの生活環境と生活
内容を改善することが，経済学の真の目的でなければならないという観念は，
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かれの出生の事情のなかに強く根ざしていることはすでに述べた。
マーシャルは労働者の生活環境と生活内容を改善することが，経済学の真
の目的でなければならないという観念を，終生抱きつづけることになる。
そしてケンプリッジ大学の経済学の教授として， 1893年には高齢貧困者に
関する王立委員会で証言し，議長の人定質問に答える中で「私はこの25年間
貧困の問題に没頭してきましたし，また私の著作のほとんどすべてはこの問
題にかかわる研究に向けられています」 (Marshall1926, p.321) と断言でき
るまでになるのである。
セント・ジョーンズのフェローになってからのマーシャルは，休暇中にい
くつかの都市のもっとも貧困な地区を訪れて，もっとも貧しい人々の顔を見
ながら次々に街路を歩いた。 1867年頃には，イギリスならびに他の国の労働
者階級の生活状態は，一般にどの程度まで充実した生活にとって充分なもの
であろうかという問題にぶつかり，かれは物理学研究を断念し，経済学研究
に生涯をかける決意をした。マーシャルは母親の出自を知らなかったかも分
からないが，貧困への関心は母親の影響を受けている。
かれはアメリカでもそうであったが，それ以前から主要工場を訪れ，工業
上の各種の問題を調査するとともに，工場内で出会う労働者にたいしては，
その職種と賃金を尋ねた。もしも受け取る賃金が，週給で2シリングも予想
とはずれると，ただちにその理由を聞き，ついには作業工程を一見しただけ
で，その仕事に対する賃金支払い額を 2, 3ペンスの誤差の範囲でいいあて
ることができるほどになった。このような工場探訪は，かれの結婚後は妻同
伴で行われた。このように見てくると，マーシャルは大学を卒業して 2~3
年後に経済学の本格的研究にとりかかるとともに， 1870年頃には後の「マー
シャル経済学」の枠組みを完成させていたような印象を受ける。そしてグレ
ネヴェーゲンの功績の一つは，すでによく知られているマーシャル自身のメ
モやケインズが記したマーシャルの経歴で，年代的におかしいと疑われてい
たものが，かならずしも不正確なものではなく，むしろかなり正確なもので
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あることを後付けたことである。
しかしこの期間におけるグレネヴェーゲンの新しい研究成果は稿を改めて
報告することにしよう。
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